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授業支援

１３１号

スタディルームの講師は、
大学生です。少し歳の離
れたお兄さん、お姉さん
のように生徒への声掛け
や関わり方がとても上手
です。新年度のスタディ
ルームもたくさんの生徒
の参加をお待ちしていま
す。

東田クラブから

テスト直前スタディルーム

Facebook 学校支援本部・東田クラブ

≪東田クラブ問い合わせ先≫
higashita_club@bz03.plala.or.jp

バドミントン部

１月１８・ ２５日
２月１・８・１５日
３月１・８・・２２日

  

書道サポート
サポーターからの感想・指摘・アドバイス
〈大平先生〉
• 生徒さん全体に積極的にアドバイスを

受けようとしており、その姿勢に好感
がもてました。

• はじめに配ったお手本の大きさのまま、
いつまでも練習してしまう人が何人も
いました。実際の大きさで早めに練習
するのが肝要と感じました。

〈根岸先生〉
• ２年生、３年生とも驚くほど集中して

一生懸命取り組んでいる姿がとても立
派に感じられました。質問にわかりや
すくしっかりと答えなければと、こち
らも気合がはいりました。

１年生の調理実習のサポートをしました。

豚肉の生姜焼き、キャベツの千切り添え
安全や衛生面を確認しながら、生徒が調理

の技術や知識を習得できるように見守りまし
た。
普段あまり気にせず食べている家のご飯も、

作る側のことを考えるきっかけになるかもし
れませんね。

バドミントン部の休日支援を昨年６月から行っています。
コーチからは、「怪我無く安全に気をつけて指導しています。

楽しくバドミントンの上達を目指してほしい。上手くなりたいと
いう強い気持ちを持ってほしい。生徒の方から聞いてくれれ
ばたくさん教えます。自己主張してほしい。」とのコーチの言
葉でした。

〈産本先生〉
• 昨年より欠席や忘れ物の生徒さんがぐっと減ったので、以前

にも増して落ち着いていました。
• ここがうまくいきません、やり方がわからないので教えてく

ださいと具体的な質問をしてくれる生徒さんが多かったです。
見違えるほど良くなっている作品を見るにつけ教え甲斐を感
じ、嬉しく楽しく指導することができました。

〈今井先生〉
• 姿勢が良いと集中力がアップする上、線質も変わってきます

ので、背筋を伸ばし、体を正面に向けること、机との間に
「こぶし1つ」と声をかけました。また、肘を上げ、右上に
跳ねる字は特に肘を張ると書きやすくなります。

• １年生で「何の役にも立たないのに、書道をやる意味がわか
らない」との声がありました。→まずは、集中力がつきます。
筆の動きを習得しながら書いていくうちに気がつかなかった
新しい発見があります。ひとつのことを極めようとの探求心
もつきます。

• 「書き方を教えてくださりありがとうございました。」と丁
寧にお礼を言ってくださった生徒さんがいました。

〈奥田先生〉
• 先生方が、八つ切りに書くための、下敷きづくりを事前に生

徒指導されているのが素晴らしいと思いました。全体的によ
くお手本を見て真似ようという意識の高い生徒さんが多かっ
たです。

東田小 ２月３日、
杉二小 ２月４日、２月１８日

毎年恒例の6年生対象の図書館体験がありました。
目をキラキラさせながら中学校にやってきた小学生たち。
校内をまわり、授業見学のあと、司書のブックトーク、
蔵書されているちょっと難しい本を手に取り真剣に読み
ました。

小学生図書館体験

２年生の非常持ち出し袋つくりのミシンサ
ポートをしました。
ミシンの糸の不具合があるなど大変な場面 も
ありましたが、生徒たちはめげずに前向きで
意欲的に完成に向けてがんば っていました。 

１０月２５日～１２月６日

１１月２８日～１月９日

１１月２９日、１２月６日
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